
意見反映推進事業のフィードバック手法について

こども家庭庁ガイドラインにおける「フィードバック」
■目的

• 意見を表明した人への誠実な説明
• 意見を出したこどもの自己有用感を向上し、次の意見表明へつなげ
る

■内容
意見を取り入れるかどうかの考え方（判断基準）を示した上で、寄
せられた主な意見、反映結果、反映されない場合の理由を整理。

■方法
意見を聴いたこども・若者にしっかり届くように伝える。

例：訪問して直接説明、資料をHP公表

■資料
こども・若者に伝わりやすいものとする。

資料２－１

道におけるフィードバック方法（案）
・こども･若者にわかりやすいフィードバック資料を作成し､ＨＰにて公表。
・ＨＰ公表資料を、対面実施協力校に対し直接送付。
・道内すべての小中高校等に対して、ＨＰ公表した旨を通知。 1

こども家庭庁．「こども・若者の意見の政策反映に向けたガイドライン」. https://www.cfa.go.jp/policies/iken/ikenhanei-guideline

https://www.cfa.go.jp/policies/iken/ikenhanei-guideline
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Ｒ５こどもいけんぷらす（こども家庭庁）における
フィードバックに関する資料
次の３つの資料をＨＰに掲載。
■報告資料

①意見募集の概要（方法・担当省庁・募集時期・設問等）
②設問に対する意見（意見の分類＋分類ごとの主な意見）
※すべての意見が掲載されているものではない。

■フィードバック資料
省庁によって様々
・報告資料②を「意見のポイント」として要約
・ポイントの反映状況等
を掲載 など

■いけんのまとめ（参考資料）
得られた意見をすべて掲載

・まとめ
・まとめ
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こども家庭庁．「いけんひろばについて」．https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/hiroba/
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https://www.cfa.go.jp/policies/iken-plus/hiroba/
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道におけるフィードバックに関する資料（案）
いけんぷらすを参考に次の３つの資料を作成。
■報告資料【業者作成】

対面実施の意見について、次のとおり作成。
①意見募集の概要（担当部課・実施回数・聴取人数・意見件数）
②地域・年齢ごとの分析結果を公表
③設問に対する意見（意見の分類＋主な意見＋学校区分）
※誰が出した意見か特定されないような配慮が必要
※原則、すべての意見を分類するが、こどもたちが
理解しやすいよう工夫。

■フィードバック資料【テーマ担当課作成】
子ども政策企画課からテーマ担当課へ作成指示（資料２－２）。

広域募集・対面実施・拡大実施で得られた意見をもとに
テーマ担当課が作成。

■いけんのまとめ（参考資料）【子ども政策企画課作成】
広域募集・対面実施・拡大実施で得られた意見をすべて掲載。
※誰が出した意見か特定されないような配慮が必要
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道における「フィードバック資料」作成方法（案）
「フィードバック資料作成指示」（資料２－２）に基づき、
テーマ担当課が次のとおり作成。
①意見募集の概要
担当部課・聴取区分ごとの意見数や聴取人数などを記載。

②選択式意見
「グラフ」、「グラフから分かったこと」、「分かったことへの
対応」を掲載。
③自由記載意見
ⅰ.主な意見

分類ごとに、対面実施・広域募集・拡大実施の
「主な意見」を掲載。
ⅱ.意見のポイント

「主な意見」の内容を要約。
ⅲ.反映検討結果

「意見のポイント」に対する反映検討結果を３区分に分け掲載。
・新たに実施：どう反映したか
・もともと実施：何をどのように取り組んでいるか
・反映しなかった：どうして反映できないか 4
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